
 

 
 

更紗特別企画 エネルギーの明日を考える
                           

   

格
安
で
安
価
な
電
力
供
給
こ
そ

が
日
本
の
繁
栄
に
繋
が
る
。
日
本

経
済
を
長
ら
く
支
え
て
き
た
技
術

立
国
の
製
造
業
は
ま
す
ま
す
衰
え

将
来
を
描
け
ず
、
企
業
の
喪
失
で

雇
用
へ
の
悪
循
環
は
続
く
。 

日
本
は
世
界
第
２
位
の
経
済
大

国
で
先
進
国(

Ｇ
７)

の
中
で
も
発

言
力
も
あ
り
信
頼
を
保
っ
て
い
た

が
、
今
で
は
決
め
ら
れ
な
い
政
治

と
外
交
は(

Ｇ
20)

諸
国
の
仲
間
に

加
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
状
況
。 

国
家
債
務
比
率
世
界
一
、
何
に

つ
け
反
対
、
反
対
の
世
論
に
押
さ

れ
政
治
が
迷
走
す
る
中
、
西
川
一

誠
福
井
県
知
事
と
時
岡
忍
お
お
い

町
長
及
び
同
町
議
会
の
言
動
が
野

田
総
理
と
あ
の
橋
下
徹
氏
の
心
を

動
か
し
た
。 

夏
場
に
向
け
待
っ
た
な
し
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
原
発
が
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
る
地
元
が
関
西
の
産
業

と
経
済
に
明
か
り
を
灯
し
た
こ
と

は
、
意
味
は
違
へ
ど
、
杉
原
千
畝 

   

領
事
代
理
が
日
本
通
過
の
「
命
ビ

ザ
」
を
発
給
し
ユ
ダ
ヤ
難
民
を
敦

賀
港
に
上
陸
さ
せ
日
本
国
に
14
日

間
滞
在
で
き
る
ビ
ザ
で
６
千
余
人

を
救
っ
た
よ
う
に
、
今
後
の
歴
史

上
に
名
の
残
る
重
い
決
断
だ
。 

大
都
市
東
京
は
柏
崎
刈
羽
原
子

力
発
電
所
１
～
７
号
機
が
来
年
稼

働
予
定
。
大
阪
、
京
都
の
大
都
市

は
若
狭
の
原
発
は
必
要
不
可
欠
。 

 

             

    

時
岡
忍
お
お
い
町
長
は
６
月
14

日
、
お
お
い
町
会
全
員
協
議
会
で

大
飯
３
・
４
号
機
の
再
稼
働
に
同

意
を
表
明
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

後
初
め
て
国
内
で
の
再
稼
働
の
決

断
を
迫
ら
れ
世
論
の
風
当
た
り
は

強
く
、
関
西
圏
の
理
解
は
進
ま
ず
、

ま
た
佐
賀
県
玄
海
町
岸
本
英
雄
町

長
は
玄
海
２
・
３
号
機
の
再
稼
働

を
要
請
し
同
意
し
た
が
破
談
。 

立
地
町
と
言
う
だ
け
で
「
ム
ラ
」

な
ど
と
悪
者
扱
い
さ
れ
る
世
論
風

潮
の
中
、「
野
田
佳
彦
総
理
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
重
大
な
決
断

を
し
た
」
と
原
発
の
意
義
や
必
要

性
、
電
力
を
供
給
し
て
き
た
町
へ

の
感
謝
の
意
を
国
民
に
訴
え
た
こ

と
で
評
価
も
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
地
と
し
て
の
責
任
、
町
の

振
興
発
展
の
た
め
原
発
は
欠
か
せ

な
い
認
識
を
示
し
、
40
年
前
に
立

地
を
決
断
し
た
先
輩
の
ご
苦
労
の 

～あらためて原子力と向き合う～ 

再稼働が決まった大飯３･４号機 

勇
気
あ
る 

決
断
を
評
価 

関西広域圏との地道な交流と絆 

節電とコスト高は関西大手製造業撤退に拍車！ 



 

 
 

更紗特別企画 エネルギーの明日を考える
                           

意
も
引
き
継
ぎ
再
稼
働
を
決
断
さ

れ
た
。 

 

                        

    

野
田
佳
彦
首
相
と
枝
野
幸
男
経

済
産
業
相
、
平
野
博
文
文
部
科
学

相
、
細
野
豪
志
原
発
事
故
担
当
相

の
閣
僚
３
人
と
西
川
知
事
が
６
月

16
日
午
前
、
首
相
官
邸
で
協
議
し
、

午
後
に
は
野
田
首
相
が
大
飯
３
・

４
号
機
の
再
稼
働
を
正
式
に
決
定
。 

 

昨
年
３
月
の
福
島
第
１
原
発
事

故
か
ら
１
年
３
か
月
が
経
過
し
、

事
故
後
の
再
稼
働
は
国
内
初
と
な

り
、
来
月
中
旬
に
も
２
基
で
２
３

６
万
Ｋ
Ｗ
が
フ
ル
出
力
で
関
西
電

力
管
内
の
電
力
消
費
地
に
送
電
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

県
原
子
力
安
全
専
門
委
員
会
の

検
証
と
審
議
を
ま
と
め
た
報
告
書

を
踏
ま
え
、
知
事
自
身
が
現
地
を

確
認
し
立
地
自
治
体
で
あ
る
時
岡

町
長
と
町
議
会
の
判
断
、
県
議
会

の
意
見
も
踏
ま
え
、
ま
た
関
電
社

長
か
ら
安
全
運
転
に
全
社
挙
げ
て

取
り
組
む
決
意
も
聞
き
、
野
田
総

理
に
原
発
立
地
県
と
し
て
の
課
題 

                           

更紗特別企画 エネルギーの明日を考える 

「
大
き
な
前
進
」 

全
国
初
、
再
稼
働
実
現

大飯３･４号機再稼働同意を
発表する時岡忍おおい町長 

大飯３･４号機再稼働決定を発表
する野田総理と西川福井県知事 

福島の事故で風評被害！迷惑千万 
嶺南経済と雇用･税収に打撃     文責:嵯峨十郎 



 

 
 

更紗特別企画 エネルギーの明日を考える

を
項
目
ご
と
に
分
け
直
言
し
た
。

首
相
と
原
発
に
関
係
す
る
閣
僚
か

ら
は
最
善
を
尽
く
し
た
西
川
知
事

の
努
力
と
誠
意
が
評
価
さ
れ
た
。

西
川
知
事
は
国
、
電
力
事
業
者
と

も
に
今
後
原
子
力
の
安
全
運
転
に

万
全
を
期
す
確
約
が
得
ら
れ
同
意

し
た
。 

16
日
午
後
に
記
者
会
見
し
、
県

内
に
は
全
国
の
３
分
の
１
余
の
原

子
炉
が
あ
り
、
全
部
止
め
た
ま
ま

で
は
地
域
経
済
が
立
ち
い
か
な
い

深
刻
な
問
題
も
踏
ま
え
、
40
年
来

積
み
上
げ
た
実
績
を
基
に
国
民
の

原
発
の
重
要
性
と
立
地
地
域
へ
の 

            

理
解
を
深
め
る
よ
う
国
に
強
く
要

請
し
た
と
再
稼
働
に
同
意
し
た
意

味
を
県
民
に
広
く
告
げ
た
。 

    

関
西
の
富
裕
層
が
若
狭
を
訪
れ

日
本
海
の
若
狭
湾
で
獲
れ
た
海
の

幸
を
食
し
、
海
水
浴
や
自
然
を
満

喫
。
観
光
客
は
旅
館
、
民
宿
を
潤

し
、
心
優
し
く
純
朴
な
人
柄
の
若

狭
人
は
優
し
く
迎
え
入
れ
た
。
ま

た
四
季
を
通
じ
て
、
特
に
土
日
祝

日
は
関
西
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
多
く 

            

の
釣
り
客
が
訪
れ
、
食
事
や
釣
り

船
を
利
用
し
金
を
消
費
し
て
も
ら

え
る
こ
と
で
地
元
も
潤
っ
て
い
る
。 

若
狭
の
豊
か
な
海
産
物
は
古
く

か
ら
京
都
な
ど
関
西
の
市
場
に
送

ら
れ
る
な
ど
、
若
狭
は
４
０
０
年

も
前
よ
り
莫
大
な
人
口
の
関
西
経

済
圏
と
結
び
つ
き
潤
っ
て
き
た
。 

若
狭
の
文
化
、
歴
史
、
風
土
が

こ
の
お
返
し
に
関
西
へ
電
気
を

「
お
陰
様
」
の
心
で
文
句
も
言
わ

ず
送
り
続
け
て
き
た
。
40
年
に
わ

た
る
絆
と
言
え
る
。
原
発
立
地
自

治
体
は
お
金
が
潤
い
「
原
発
ム
ラ
」

と
僻
み
で
批
判
を
浴
び
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
迷
惑
千
万
。 

 

若
狭
地
域
は
読
売
・
中
日
・
毎

日
新
聞
な
ど
関
西
系
の
新
聞
が
主

流
だ
っ
た
が
、
福
井
新
聞
が
こ
こ

20
年
前
よ
り
徐
々
に
広
が
り
、
現

在
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
た
。
本
誌

は
過
去
に
数
回
に
わ
た
り
掲
載
し

た
が
、
嶺
南
の
２
市
４
町
は
福
井

県
に
行
政
を
支
配
さ
れ
て
い
る
。

県
市
町
会
と
か
全
国
市
町
会
と
か

横
並
び
で
な
く
、
福
井
県
に
楯
突

い
て
で
も
嶺
南
の
首
長
を
含
む
議 

                           

６月 14 日、福井県議会特別委員会の大
飯原発再稼働議論 

 

関
西
圏
と
共
に 

歩
む
若
狭
地
域 



 

 
 

更紗特別企画 エネルギーの明日を考える

会
、
商
工
会
、
観
光
業
界
あ
げ
て

恩
恵
あ
る
関
西
の
京
都
・
大
阪
・

神
戸
・
滋
賀
・
和
歌
山
と
交
流
を

常
日
頃
よ
り
深
め
交
流
し
て
い
れ

ば
、
大
阪
・
京
都
・
滋
賀
県
か
ら

原
発
運
転
の
厳
し
い
批
判
も
浴
び

ず
、
産
業
界
の
理
解
と
支
援
も
得

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
互

い
の
絆
が
嶺
南
・
若
狭
の
繁
栄
と

発
展
に
欠
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
。 

 

鳥
取
県
は
県
の
観
光
を
国
内
外

に
Ｐ
Ｒ
が
で
き
、
関
西
企
業
と
の

連
携
で
県
内
の
技
術
を
広
く
紹
介

し
多
く
の
商
談
会
も
期
待
さ
れ
る

と
関
西
広
域
連
合
に
加
わ
っ
た
。 

福
井
県
は
関
西
広
域
圏
に
参
加

せ
ず
、
橋
下
市
長(

元
大
阪
府
知

事)

に
反
感
を
買
い
大
阪
～
敦
賀

間
の
新
幹
線
と
原
発
稼
働
へ
の
理

解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

６
月
２
日
「
毎
日
新
聞
」
が
行
っ

た
関
西
で
の
世
論
調
査
で
は
原
発

再
稼
働
方
針
に
49
％
が
支
持
。
支

持
し
な
い
は
18
％
に
と
ど
ま
っ
た
。 

最
後
の
最
後
ま
で
諦
め
よ
う
と

せ
ず
、
し
ぶ
と
く
生
き
よ
う
と
す

る
県
民
性
の
例
え
に
「
越
中
強
盗
、 

       

加
賀
乞
食
、
越
前
詐
欺
師
」
の
歴

史
上
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。 

福
井
県
西
川
知
事
は
広
域
圏
に

総
務
省
が
発
表
し
た
時
よ
り
反
対

の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
県
内
自
民

党
国
会
議
員
は
衆
議
院
３
名
、
参

議
院
２
名
の
全
員
が
、
旧
森
派
に

所
属
し
派
閥
の
ボ
ス
で
あ
る
森
喜

朗
元
総
理
の
支
配
下
に
あ
り
、
山

崎
正
昭
参
院
議
員
が
そ
の
実
権
を

握
り
何
事
も
旧
森
派
中
心
の
政
治

が
北
陸
圏
と
繋
が
っ
て
い
て
、
北

陸
新
幹
線
は
２
年
後
に
金
沢
ま
で

開
通
。
東
海
北
陸
道
一
宮
市
～
金

沢
市
と
富
山
市
の
中
間
点
で
あ
る

小
矢
部
ま
で
マ
ス
コ
ミ
や
国
会
で

は
不
要
な
代
表
例
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
話
題
に
な
っ
た
が
、
平
成

20
年
総
事
業
費
１
兆
２
５
０
０
億

円
を
か
け
１
８
５
㌔
全
面
開
通
、 

       

福
井
県
は
蚊
帳
の
外
。
何
事
も
利

用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
県
益
に

な
っ
て
お
ら
ず
検
証
す
べ
き
。 

西
川
知
事
や
国
会
議
員
、
県
議

会
は
大
阪
・
京
都
府
議
会
へ
北
陸

新
幹
線
の
理
解
を
求
め
に
行
く
こ

と
も
な
く
、
故
小
泉
剛
康(

元
武
生

市
長)

氏
が
県
議
に
転
身
し
た
年
、

業
を
煮
や
し
た
小
泉
氏
は
初
め
て

議
員
団
を
組
み
交
渉
を
進
め
理
解

が
得
ら
れ
た
と
聞
く
。 

石
川
県
の
支
配
下
で
は
経
済
的

に
吸
い
取
ら
れ
メ
リ
ッ
ト
は
皆
無
。

福
井
県
は
京
都
・
滋
賀
・
大
阪
と

の
政
治
と
経
済
交
流
が
発
展
そ
の

も
の
に
繋
が
る
。
嶺
北
の
人
は
京

都
、
大
阪
に
は
行
っ
て
も
若
狭
に

は
行
か
ず
嶺
北
か
ら
の
観
光
収
入

は
あ
ま
り
得
ら
れ
な
い
。
小
浜
・

大
飯
・
高
浜
な
ど
行
っ
た
こ
と
も

な
く
「
何
処
に
あ
る
の
？
」
が
多

数
を
占
め
る
。
河
瀬
市
長
は
若
狭

の
首
長
と
組
ん
で
嶺
南
連
合
で

｢

福
井
県
と
分
離
し
、
関
西
広
域
圏

に
加
わ
る｣

と
西
川
県
政
に
楯
突

き
反
旗
を
掲
げ
て
欲
し
い
も
の
だ
。 

 

橋
下
大
阪
府
知
事
当
時
、
敦
賀

河
瀬
市
長
が
「
電
気
を
送
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
頭
を
下
げ
ろ
」
と
言

い
た
く
て
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
た

が
断
ら
れ
、
手
紙
を
書
い
て
理
解

を
求
め
た
お
粗
末
な
関
係
が
暴
露

し
た
。
関
西
広
域
圏
の
話
が
出
た

時
、
是
非
嶺
南
と
福
井
県
を
仲
間

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
と
問
題
が
大

き
く
な
る
前
に
申
し
出
て
友
好
関

係
を
築
き
、
福
島
原
発
の
失
敗
を

も
と
に
安
全
運
転
で
若
狭
原
発
の

す
べ
て
が
早
期
再
開
で
き
る
よ
う

常
日
頃
の
お
付
き
合
い
を
滋
賀
・

京
都
・
大
阪
と
出
来
な
か
っ
た
の

か
。
河
瀬
敦
賀
市
長
は
嶺
南
自
治

体
が
関
西
経
済
圏
よ
り
恩
恵
を
賜

り
発
展
し
生
活
を
守
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
認
識
し
な
か
っ
た
か
、
県

議
と
市
長
歴
20
年
以
上
の
経
験
者

に
し
て
は
政
治
力
が
な
い
。 

全１１ページの一部を掲載しています 


